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研究成果の概要（和文）：環境温度が関わる社会的認知基盤とそこから社会的な判断や行動が生起する過程を解
明するために，5つの実験室実験を行った。環境温度や皮膚表面温度が高い状態は，おおよそ自分と対人的温か
さの関連づけを促進し，攻撃性の概念の抑制，顔表情からの怒りの知覚の抑制，生体ストレス反応の緩和につな
がる可能性がある。ただし，外気温，身体周囲の気温，皮膚表面温度，これらの温度の変化は，それぞれ異なる
効果を有する可能性も示唆された。

研究成果の概要（英文）：Five laboratory experiments were conducted in order to elucidate the social 
cognitive mechanism related to ambient temperature and the process by which social judgments and 
behaviors occur from the mechanism. High ambient or skin temperatures promoted the association 
between oneself and social warmth, inhibiting concepts related to aggressiveness, weakening the 
perception of anger from facial expressions, and alleviating biological stress responses. It was 
also suggested that outside temperature, ambient temperature, skin temperature, and changes in these
 temperatures may have different effects.

研究分野： 社会心理学

キーワード： 社会的認知　温度　攻撃　怒り　社会的行動　顔表情　バーチャルリアリティ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
外気温や室温などの環境温度は人の認知や行動に影響を与えるとされ，これまで攻撃行動と対人的温かさの二つ
の研究文脈において検討されてきた。本研究では，攻撃と温かさを同時に検討することで，矛盾する結果が予測
される研究知見を統合し，環境温度が関わる社会的認知基盤とそこから社会的行動が生起する過程を明らかにし
ようとした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
外気温や室温などの環境温度は人の認知や行動に影響を与えるとされ，これまで主に二つの

研究文脈において研究されてきた。一つは攻撃行動を従属変数とした研究であり，もう一つは対
人的温かさを主要な変数とした研究である。 
攻撃行動については，環境温度は攻撃行動を促進する要因の一つとして，社会科学の複数の分

野において古くから研究されてきた（Anderson et al., 2000; Hsiang et al., 2013）。それらは，時空
間的に狭い範囲のもの（e.g., 大学構内で実施される実験室実験）から広い範囲のもの（e.g., 数
千年に渡る地球規模の気候変動と歴史的事象を分析した研究）まで，あるいは，凶悪な攻撃行動
（e.g., 戦争，殺人，暴行）から軽度の攻撃行動（e.g., スポーツの試合でのペナルティ数，他者
に与える罰の強さ）まで，多様なかたちで実施されてきた。 
対人的温かさと温度の関係については，過去 15 年間で盛んに研究されるようになった。そこ

では，対象物の物理的な温度や環境温度が対人的温かさ（e.g., 他者の人柄を温かいと知覚する，
寛大または向社会的な行動をとる）を促進する要因として扱われることが多い。この温度と対人
的温かさの関係は双方向的だと考えられており，その背景には，身体で感知する温度と対人的な
温度が進化的または発達的な共鳴関係を成立させてきたからだとされ，それを支持する神経生
理学的根拠も得られている（Inagaki & Eisenberger, 2013）。 
ただし，攻撃行動や対人的温かさに関するこれらの結果は安定して得られるとは限らず，温度

が攻撃行動や対人的温かさに与える効果については懐疑的な意見もある。身体で感知された温
度はそのまま反応に現れるわけではなく，温度を感知する身体システム，個体の内的な状態，環
境条件に応じて調整された反応が現れると考えられる。 
 
２．研究の目的 
これまで異なる文脈において検討されてきた温度研究の流れを統合し，環境温度が関わる社

会的認知基盤とそこから社会的行動が生起する過程の解明を目指す。 
過去の研究で扱われてきた刺激の温度や環境温度の範囲には幅があるが，それぞれの研究で

は温度の相対差が注目される傾向にあり，温度範囲，及び，快適な温度からどの程度離れた状況
を扱っているかが考慮されていない。本申請課題の研究では，環境温度を連続的に操作すること
により，特定の温度範囲で生じる反応を分析し，身体で自動的に発動される制御がいかなるもの
かを明らかにする。その自動的な制御に続いて社会的行動が生起するまでには，状況の解釈，身
体活動の実行しやすさ，個人差が調整要因として作用すると考えられる。本申請課題の研究では，
それらの要因を考慮したモデル化ならびに実証研究を行う。 
 
３．研究の方法 
 本申請課題の研究では主に，実験室及び実験ブースを用いた個別実験を，大学生を対象に実施
した。実験では，実験ブース内の気温を連続的に操作する方法や，サーモグラフィー等を用いて
ブース内の温度と身体表面温度を継時的に観察及び記録する方法を取り入れ，これにより，非侵
襲的な範囲における環境温度が社会的な認知や行動とどのような対応関係にあるかを分析した。 
 
研究 1： 実験ブース内の温度設定を約 19～30℃の連続した範囲で操作し，実験参加者 102 名

（女性 53 名，男性 49 名）をいずれかの温度設定条件に無作為に割り当て，個別実験を行った。
参加者には事前に飲食を制限するよう求め，全ての参加者が空腹状態で実験室に到着し，半数の
参加者は実験ブース外で軽食を取った後に，残りの半数は軽食を取らずに実験ブースに入り，課
題の説明を受けてから潜在連合テストと対人印象評定を行った。潜在連合テストとは，感情や概
念の潜在的な強度を測定する課題であり，本研究では，自己と快（快－不快），自己と他者のそ
れぞれと攻撃（攻撃的－防衛的），自己と他者のそれぞれと温かさ（温かい‐冷たい）の間の潜
在的な連合の強度を測定するため，単一カテゴリの潜在連合テスト（Single-Category Implicit 
Association Test, SC- IAT; Karpinski & Steinman, 2006）を用いた。対人印象評定には，人柄関連
項目（e.g., 冷淡な-温和な）と能力関連項目（e.g., 無能な-有能な）を用いて，写真の人物と参
加者自身に対する評定を行った。実験開始前から実験終了後までの気温（e.g., 外気温，実験ブー
ス内温度）が記録された。 
 
研究 2： 計算課題の途中で短時間の休憩をとった場合に生じるストレス反応を調べる実験に，

実験参加者 50 名（女性 24 名，男性 26 名）が個別で参加した。実験では，音楽を聴ながら休憩
する 2 条件と音楽を聴かずに休憩する条件が操作され，参加者はいずれかの条件に無作為に割
り当てられた。休憩の前後には，質問項目を用いた主観的ストレス反応（肯定的感情，否定的感
情，安静状態），ならびに，唾液アミラーゼ活性を用いた生体ストレス反応が測定された。実験
中のブース内は空調で快適な範囲に調整され，実験開始直前にブース内に設置した机の表面温
度（21.7～28.4℃）が記録された。 



 
研究 3：研究 1 と同様の方法で，事前の食事制限を求めずに個別実験を行った。実験ブース内

の温度設定は約 18～26℃の連続した範囲で操作し，いずれかの温度設定条件に実験参加者 69 名
（女性 38 名，男性 31 名）が無作為に割り当てられた。実験ブースに入った後，参加者は課題の
説明を受けてから潜在連合テストと対人印象評定を行った。潜在連合テストには，自己と他者の
それぞれと攻撃（攻撃的－防衛的）の潜在的連合と，自己と他者のそれぞれと温かさ（温かい‐
冷たい）の潜在的連合の強度を測定する課題を用いた。対人印象評定では，写真の人物と参加者
自身を人柄関連項目と能力関連項目を用いて評定させた。実験開始前から実験終了後までの気
温（e.g., 外気温，実験ブース内温度）が記録された。実験ブース内で潜在連合テストや対人評定
をする前後及び間に，参加者はサーモグラフィーのカメラに向かって着席しなおすよう求めら
れ，顔面と両手の掌と甲の熱画像を撮像された。 
 
 研究 4： 環境温度の効果についての気づきが生じにくい課題の一つとして，顔表情を判断す
る課題を採用し，実験参加者 48 名（⼥性 30 名，男性 18 名）に個別実験を行った。実験ブース
内の気温をあらかじめ低温と高温に操作し，このブースの中で実験参加者に表情判断をするよ
うに求めた。具体的には，怒りのレベルが異なる顔写真を彼らに呈示し，その顔が怒っているか，
恐がっているかを判断してもらった。呈示する顔写真は，モーフィングと呼ばれる加工を施した
ものであり，モデルごとに恐怖 100％（怒り 0％）から怒り 100％（恐怖 0％）までの 5％間隔で，
怒りと恐怖を混ぜた顔画像を生成し，そのうちのあいまいな表情を主に実験で利用した。 
 
 研究 5： 環境温度の効果が社会的な判断だけでなく行動にまで影響するかを調べるために，
バーチャルリアリティを用いた個別実験を行った。実験ブース内の気温をあらかじめ低温また
は高温に操作し，これらの実験ブースに入った実験参加者が，全方位のバーチャルリアリティ空
間で刺激人物に遭遇し，その人物の行動に応じて攻撃，援助，無反応のいずれかを選択する課題
を行った。攻撃を選択した後には，刺激人物に狙いを定めてトリガーを引き，刺激人物の行動を
制止することができるようになっていた。参加者は刺激人物と遭遇する複数のシーンで同様に
課題を行った。各シーン終了後，刺激人物がどのくらい自分の守っている町の人だと思うかにつ
いての評定を参加者に求めた。 
 
４．研究成果 
 
研究 1： 実験ブース内の温度を連続的な範囲で操作する実験を行い，外気温とは切り離した

環境の温度（ここではブース内温度）が，対人印象評定ならびに潜在的な連合に与える影響を検
討することができた。 
対人印象評定では，(1)ブース内温度が高いほど，参加者は他者より自分自身を相対的に温か

いと評定した。(2)これと同様の結果が外気温についても得られた。ブース内温度と外気温の相
関はなかったことから，これらの気温は異なる過程で同様の影響を印象評定に与えたと考えら
れる。潜在連合テストでは，加えて，男性参加者は，(3)外気温が高いときに低温度のブースに入
ると，自分と快感情を潜在的に連合させる傾向が，(4)空腹状態のままであると，ブース内温度が
高いほど，自分と「防衛的」を潜在的に連合させる傾向が，(5)ブース内温度が適温から離れると，
空腹状態に関わらず，自分と「攻撃的」を潜在的に連合させる傾向があった。 
 
研究 2： 快適な温度に調整した実験ブース内で，計算課題途中の生体ストレス反応と主観的

ストレス反応を測定した結果，ブース内の温度が高いほど，課題途中で休憩した後の生体ストレ
ス反応が弱いことが示された。 
具体的には，生体ストレス反応である唾液アミラーゼ活性を分析した結果，音楽聴取の効果は

見られず，実験開始直前のブース内温度が高いほど，参加者の休憩後の唾液アミラーゼ活性が低
かった。ブース内温度と唾液アミラーゼ活性のこの関係は，休憩前にはみられなかった。本研究
のブース内温度は快適な範囲のみであったものの，その範囲において相対的に温かい空気に触
れているほど，身体的なストレス反応が緩和されることを示唆する結果であった。一方，主観的
ストレス反応を分析した結果，休憩中の音楽聴取が肯定的感情の評定にのみ影響し，音楽を聴き
ながら休憩した参加者は，音楽なしの参加者よりも休憩後に肯定的感情を経験していた。実験ブ
ース内温度は，肯定的感情，否定的感情，安静状態のいずれにも関係していなかった。 
 
研究 3： 実験ブース内の平均的な温度と温度変化，及び，実験参加者の皮膚表面の平均的な

温度と温度変化を算出した。実験ブース内の平均的な温度は，実験ブース内で参加者が課題を行
っている間の全体の気温を平均化することで，実験ブース内の温度変化は，参加者が最初の課題
を行う直前の実験ブース内温度から，参加者が実験ブースに入ったときの実験ブース内温度を
引くことで算出した。参加者の皮膚表面の平均的な温度は，参加者がカメラに向かったときの顔
面，掌，甲，指先の複数の測定領域の皮膚表面温度を平均化することで，皮膚表面温度の変化は，
参加者が最初の課題を行う直前の測定時点の皮膚表面温度から，参加者が実験ブースに入った
ときの皮膚表面温度を引くことで算出した。 



 
図 1  皮膚温に変化が生じた場合の潜在的連合。横軸の値が高いほど，実験
参加者の皮膚温が実験ブースに入ってから上昇したことを意味する。縦軸
の値が高いほど，潜在連合テストにおいて，自分（Self）や他者（Other）を
攻撃性（Aggressiveness; 左）や温かさ（Warmth; 右）に潜在的に関連づけて
いることを意味する。 

 

 
 
図 2  各温度環境（実験ブース内温度×先に入ったブースの温度）での怒り
分類率。横軸の値が高いほど，顔写真の怒りの程度が高い（恐怖の程度が
低い）ことを意味する。縦軸の値が高いほど，呈示された顔表情が怒りに
分類されたことを意味する。図には 4 本の線があるが，他の 3 本から離れ
た線が，高温ブースで先に課題をしたときの結果である。 

 



 
潜在的な連合を分析した結果，(1)実験ブース内の平均的な温度が高いほど，自分や他者を温

かさと潜在的に関連づける傾向があった。(2)実験ブース内の温度変化は潜在的な温かさを予測
し，実験ブース内の温度が上昇するほど，参加者は他人と温かさの潜在的な関連づけを強め，自
分と温かさの関連づけを弱める傾向があった。実験ブース内の温度変化と攻撃性との間に顕著
な関係はみられなかった。(3)皮膚表面温度が平均的に高いほど，自分や他者を攻撃や温かさに
潜在的に関連づけない傾向にあった。(4)実験ブースに入ってから皮膚表面温度が上昇するほど，
自分や他者を攻撃性に関連づけない傾向がある一方（図 1 左），自分や他者を温かさに関連づけ
る傾向があった（図 1 右）。(5)対人印象評定を分析した結果，皮膚表面温度が平均的に高いほど，
自分や他者の温かさや能力を高く評定する傾向にあった。 
潜在的な連合についての結果は，実験ブース内で生じている気温変化のように，身体を取り囲

む外界の気温変化をとらえるときには，自分と他人を対比的にとらえる情報処理が促される一
方，外界の気温変化を受けて生じる皮膚表面の温度変化のように，自分の身体温度が更新される
ときには，自分と他人を同化的にとらえる情報処理が促されることを示唆するものであった。温
度を操作した研究であることを事前に参加者に伝えていたことから，対人印象評定には実験内
容の気づきに由来する反応調整の効果が混入した可能性がある。そのような効果が混入しにく
い対人的な判断の課題として，研究 4 の表情知覚研究を行った。 
 
 研究 4： 顔表情の写真を怒りと恐怖のいずれかに分類する課題を用いて実験を行った結果，
(1)表情認知のゆがみが，高温ブースに先に入って課題をしたときにのみ生じた（図 2）。具体的
には，高温ブースで先に課題をしたときには，他の条件に比べ，顔表情の写真が怒っていると判
断される割合が低かった。少なくとも初めのうちは，高温環境が他者の怒りを弱く（恐怖を強く）
知覚させることを示唆している。高温と怒りの関連づけではなく，高温と対人的な温かさの関連
づけが作用し，温かい雰囲気であり怒っているわけではないと判断されたのかもしれない。(2)
怒り分類率には，参加者の性別による差もみられ，環境温度に関わらず，女性は男性より顔写真
をすばやく明確に分類していた。この性別による差は，怒り顔よりも恐怖顔の分類で顕著であっ
た。 
 
研究 5： バーチャルリアリティの実験の結果，刺激人物が他者に危険を与える可能性のある

行為をしている場面，困っているように見える場面，そのどちらでもない日常的な行為をしてい
る場面で，参加者はそれぞれ攻撃，援助，無反応を選択することが多かった。ただし，刺激人物
が日常的な行為をしている場面では無反応に加えて援助も選択された。他者に危険を与える可
能性のある行為が実際に危険か否かについてはあいまいであったが，参加者はその行為をして
いる人物を内集団成員ではないとみなし，行為を制止させるための攻撃を行った。その際，低温
ブースに先に入った参加者の攻撃回数は，低温ブースで危険な物を振り回す人物に遭遇した際
には少なく，高温ブースでは多かった。同時に測定した他の指標の結果を考慮すると，参加者自
身が危険を感じているとき，その環境が低温であれば回避行動（逃走）が，高温であれば接近行
動（闘争）が促進される可能性がある。 
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